
山田寺跡（奈良県桜井市）
　やまだでら

　　ここの広い一帯が山田寺跡/蘇我倉山田石川麻呂（そがのくらのやまだいしかわまろ）の発願/伽藍の北側から南方向を見る



　　左手に立っている説明板/「特別史跡　山田寺跡」とある



　　　　　　7世紀の建立





　　　　　　　前方の白い表示板のところに上記の東面回廊が横に走っている/回廊の向こうには金堂跡（右手）、塔跡（左手）の復元基壇が見える





　　　　　　東面廻廊跡を南側から北方向に見たところ



　　　　　これは南東側から見た伽藍全体で、正面に塔跡の基壇（標柱が立っている）、その右手に金堂跡の基壇が見える



　　　南側から南門、中門、塔、金堂、講堂と南北に一直線に並ぶ中心軸を見る/正面のやや左手に塔跡に立つ標柱が見える



　　　西側から塔跡（右手）、金堂跡（左手）の基壇を見たところ



　南側から塔跡の基壇を見る/標柱に「史蹟　山田寺阯」とある



　　　　　　塔跡の基壇（手前）と金堂跡の基壇（後方）



　　塔跡の基壇



　金堂跡の基壇



　　　　　　　金堂跡の基壇と手前の礼拝石/この金堂の前で石川麻呂が身の潔白を証明するために自害して果てたという



　　　表示板と礼拝石のレプリカ





北側から金堂跡の基壇（手前）とその向こうに塔跡の基壇を見る



　　　金堂跡から塔跡の基壇を見る



　　北西側から伽藍全体を見たところ



　その右手に西側の回廊の基壇を見る



　　　左手は北側の回廊の基壇/向こうに礎石が見える



　　　北側の回廊の礎石のレプリカ



　ここは東側の回廊の外にある宝蔵跡





参　　考
　　　　　飛鳥資料館にあった山田寺の塔心礎のレプリカ





　　さて、ここは講堂跡の一角に建つ現在の大化山山田寺



　　　　　ここにも「史蹟　山田寺阯」の標柱が立っていた



　　消えかかっていて図は読めない



　　　　これは大化山山田寺の観音堂/右端の赤い屋根の囲いの中には雪冤碑（せつえんひ）がある



　　　これが雪冤碑/石川麻呂の子孫が、祖先の名誉回復のために建立されたという



参考ホームページ

http://www.bell.jp/pancho/asuka-sansaku/yamadadera.htm

http://kankodori.net/japaneseculture/site/036/index.html

http://www.uchiyama.info/oriori/shiseki/shiseki/yamada_ji/

http://sakuwa.com/yw85.html

http://www.inoues.net/club5/sakurai_seinan.html
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